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研究成果の概要（和文）：現代哲学でしばしば用いられる「特異性（singularity）」という概念の分析を継続
して行った。思想家によってその規定や用法は異なるが、特にジャン=リュック・ナンシーやフェリックス・ガ
タリのテクストをとりあげ、個体性、主体性との区別の可否、過程（プロセス）的性格の有無、集団的実践との
関わりなどの観点から検討した。成果は論集への寄稿、論文・学会発表、関連文献の翻訳などの形で発表され
た。

研究成果の概要（英文）：In this research project, the concept of “singularity” was analyzed 
consistently, which is frequently used in the domain of contemporary philosophy. Depending on 
different thinkers, its definition and/or its use is varied; focusing particularly on the texts by 
Jean-Luc Nancy and Felix Guattari, we examine them from the point of view of differentiation from 
the individuality and subjectivity, characteristics of a process, relation to the collective praxis,
 and so on. The results were published by the contribution in books, papers, translation of 
important references.
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１．研究開始当初の背景 
 
ドゥルーズ＆ガタリ、デリダ、ラカン、バ
ディウなど、現代フランス哲学の様々な著作
において「特異性」という語がしばしば用い
られる。本研究が出発点とするジャン=リュ
ック・ナンシーの哲学では、「個体性」が自
分で自分自身を基礎づける自己充足的な主
体の特性と捉えられ、明確に区別された上で
これに代わる存在が、つねに複数で共に在る
ものとして「特異＝単独存在」と呼ばれる。
『無為の共同体』、『単数にして複数の存在』
などの著作では、「単数＝特異（singulier）」
であると同時に複数である存在をめぐる思
考が全面的に展開されている。かくして「特
異性」という概念はナンシーの哲学を形成す
る重要な因子の一つとなっているが、その同
時代的・思想史的意義の解明は先行研究など
でも十分になされてこなかった。 

 
２．研究の目的 
 
特異性概念をめぐる先行研究はいくつか
現れてきているものの、いずれも特異性を断
片的に描き出す試みにとどまっている。本研
究はそれらの成果を踏まえた上で、明確な見
通しの下に特異性概念の内実・意義・問題圏
を整理し、提示しようとするものである。本
研究の目的は具体的には以下の 3点に要約さ
れる。 

 
（A）特異性概念の思想史的探索： 
ナンシーの用いる特異性概念は直接的に
はヘーゲルに起源を求めつつも、より遠く古
代中世哲学の伝統を汲んでいる。ドゥルーズ
がドゥンス・スコトゥスを参照しながら用い
た「此性（heccéité）」という概念もナンシー
が意識していたものであるが、そのような用
法も考慮に入れて、個体化概念の 20 世紀に
おける展開として思想史的に特異性概念の
生成を跡づける。 

 
（B）特異性概念の同時代的布置： 
ナンシーやジャン=フランソワ・マルケは
自らの思想が他の思想家と同時代性を共有
していることを明言している。この視点から
ドゥルーズやデリダ、アガンベンらの思想の
内に見られる特異性概念の共通点と相違を
浮かび上がらせ、現代哲学の布置を描き出す。
その上で、〈同〉と〈他〉をめぐる 20世紀思
想のさらなる鍵語として特異性を位置付け
る。 

 
（C）特異性概念の神学的・宗教論的意義
の検討： 
特異性概念は事物や主体をモデルに形づ
くられた個体概念に代わる、いわば前‐個体
的な発生の場面に目を向けるために着想さ
れたものであり（ドゥルーズ）、また〈我々〉
が絶対的に単独でありながら複数でしか存

在しないという特殊な存在論的構造を示す
ために用いられている（ナンシー）。しかし、
キリスト教的伝統を有する西洋哲学にとっ
てこの語は歴史的一回性を帯びた〈キリス
ト〉という形象とも結びついている。かくし
て、特異性概念が「神の死」以降の哲学にと
ってどのような意義を持つのか、あるいはポ
スト世俗化という今日の文脈において宗教
的な意匠を再度まとうのかという問題が新
たな争点として浮かび上がってくる。本研究
は特異性概念の意義を最終的にこの側面に
おいて問うものである。 
 
３．研究の方法 
 
20 世紀フランス哲学史における「特異性」
概念の検討のため、本研究は上に記した（A）
特異性概念の思想史的探索、（B）特異性概念
の同時代的布置、（C）特異性概念の神学的・
宗教論的意義の検討、の各段階にそれぞれ一
年度を充て、多面的に進められる。 
 研究に当たっては、従来の文献調査、読解、
考察、論文執筆の過程を経ることはもちろん
だが、国内の研究者との協力体制も重視し、
適宜研究会やリサーチ・ミーティングを開催
する。 
 また海外の研究者との連携を推し進めて
いくことも念頭において、渡航によるミーテ
ィングあるいは共同討議やワークショップ
などの方法をとって、個人研究の障壁を乗り
越える。 
 主として各年度の前半では文献収集・読解
の作業を、後半では研究発表・論文執筆の作
業を行い、第三年度終了時にはまとまった形
での成果公表を目指す。 
 
４．研究成果 
 
 初年度は基礎文献読解と資料調査にあて
られた。研究会などの開催の関係上、初年度
から思想史的探索と同時代的布置を探る作
業を並行する形で行うこととなった。特にド
ゥルーズとの著作も多くあるフェリック
ス・ガタリの用法に注目し、ナンシーと対比
することで、主体性・個体性といった概念と
特異性概念の差異および近接を中心に分析
を進めた。 
資料調査の面では年度末の春季休暇期間
を利用してフランスに滞在し、パリの国立図
書館で作業にあたった。また滞在中、ストラ
スブールにも赴き、哲学者ジャン＝リュッ
ク・ナンシーと会談を行い、次年度以降の共
同研究体制の基礎とすることができた。 
 あわせて、本研究と関連の深いナンシーと
ラクー=ラバルトの論文を翻訳・刊行するこ
とができた（成果、〔その他〕⑤）。 
 
 二年次は一方で前年度の作業を継続する
形で進められた。刊行は最終年度に繰り越さ
れたが共著への寄稿という形になった（『〈つ



ながり〉の現代思想』、〔図書〕①）。他方、
特異性の抽象的概念化と並行して、いわゆる
具体的な事柄として「愛」を取り上げ、思想
史的作業に接続しつつ非弁証法的な愛概念
が特異性の一例となる可能性を示唆した。そ
の成果は「非恋愛論」（〔論文〕②）として刊
行された。 
夏季にはフランス国立図書館での資料調
査を進めたほか、哲学者ジャン=クレ・マル
タンとも会談し、特異性概念の帰趨について
議論を行ったほか、今後の研究協力体制につ
いても検討した。 
また前年度に引き続き、国内の研究者の協
力も得て、ジャン=リュック・ナンシーの招
聘計画を実質的に推進した。 
 
三年次はこれまでの研究を継続しつつ、特
異性概念の神学的・宗教論的展開を追う作業
を行った。その成果の一端として、年度初頭
にはバタイユ・シンポジウム開催、およびそ
れに伴うジャン=リュック・ナンシー氏の招
聘を実現した。不慮のトラブルにより残念な
がらシンポジウム当日のナンシー氏の講演
はキャンセルとせざるを得なかったが、研究
協力者との連携によって関連するセミナー
等を開催することができた。シンポジウムの
成果は、関連研究の翻訳紹介等とあわせて論
集という形での刊行が決定している（2018
年・夏頃）。当該シンポジウムでの自身の発
表は当然ながら本研究計画の一部をなすも
のであり、特異性概念の内実を明らかにする
一つの軸をバタイユとナンシーという思想
家の交流に見出しつつ、「アドラシオン」、「身
振り」、「欲動」等々の概念に託して提示する
ものとなった（〔学会発表〕②）。 
また特異性が担保されるための空間とし 
ての「共同体」概念については、アーレント 
研究会で発表の機会を得た（〔学会発表〕①）。
アーレントの 公共空間に対するナンシーの
評価ならびに 留保の読解可能性をめぐって
一つのたたき台を提出してみたが、今後、特
異性概念の政治思想における系譜を辿る視
点を再検討するための布石となるだろう。研
究会報『Arendt Platz』に発表の骨子は公開さ
れているが（〔その他〕①）、これをあらため
て前年度までの研究にフィードバックしつ
つ、より完全な形での公開を目指す。 
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